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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 924 ha

平成 20 年度　～ 平成 24 年度 平成 20 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

都道府県名 神奈川県
さがみはらし

相模原市
さがみこちく
相模湖地区

計画期間 交付期間 24

大目標：魅力ある地域の形成とふれあいのある安心・安全なまちづくりの推進
　目標①：豊富な自然と観光資源を活かし、観光による地域振興を図る。
　目標②：市民参加による観光施策の企画立案と推進により、活力ある地域づくりを進める。
　目標③：道路の整備により、安心・安全で人にやさしい生活環境の増進を図る。

・本市相模湖町は、相模原市の西部に位置しており、住宅地や農地が相模川と道志川の河岸段丘上に集中している。
・地域全体は、豊かな自然環境に恵まれているが、反面森林率が高く効率のよい土地利用が課題となっている。新たな市街地はもちろん、既成市街地においても都市基盤が未整備なため、居住環境で多くの問題を抱えている。また、住民の価値観も多
様化しており、住民ニーズに対応した土地利用が求められている。
・都市計画区域は、全域が対象となっており3159㌶で、そのうち用途地域は、178㌶が指定されており、行政、教育、文化、観光などの各期間・施設が設置されており街の中で重要な役割を担っている。
・相模湖町は、急峻地形、湖、川などの地勢的条件によって、交通施設は中心市街地周辺に集中している。主要な交通体系としては、鉄道ではＪＲ中央本線、道路では広域交通を担う中央自動車道、国道20号、国道412号が東西軸を形成し、県道515号
（三井相模湖線）、県道517号（奥牧野相模湖線）が町域内外及び町内交通の軸となっている。町域内移動のバス路線は唯一の公共交通機関であるが、交通需要の増大に対して利便性の向上、路線網の拡充が求められている。
・ 相模湖観光は、湖が誕生した昭和22年から本格化し、都心から1時間の身近な観光地として、また、日本最初の多目的ダムとしての社会見学の場所として、最盛期（昭和48年）には389万人の観光客があった。
・ 相模湖畔周辺には、旅館、遊覧船、観光案内所等の観光関連施設が多数立地しているほか、自然や親水を活かした公園が整備されている。
・ 江戸時代に整備された甲州道中の宿場である小原宿は、信州の大名などが宿泊した場所として、県内で唯一現存する本陣である。また、旧甲州道中沿いには江戸時代の宿場の面影を残す民家が点在している。

・豊かな地域資源を活かした、特色のあるまちづくりが求められている。
・当地区内には、小中学校等の公共施設が配置されており、安心・安全な交通のための道路整備が不可欠である。
・ 価値観の多様化など観光を取り巻く環境の変化に対応できず、現在では年間57万人程度まで落ち込んでいる。観光客の急激な落ち込みにより、活気が見られない。施設の老朽化などにより観光地としての魅力が薄れている。
・ 小原の郷は小原宿本陣に保管されていた古文書などの文化財を展示するため、平成17年度に開館したが、来館者が低迷しており、市民と観光客が交流する場としての機能の整備など、活性化のための対策が必要である。
・ 健康志向から、ウォーキング需要が高まっており、回遊性のある観光コースの設定や安心して風景を楽しめる散策路の整備が求められている。特に一部が消失した甲州道中古道は、市民団体などが残存部分の復元について活動している。

本市及び本市観光協会のホ ムペ ジにより観光情報の発信に取り組んでいるが 合併により市域が拡大する中で 来観者に十分な情報提供ができず誘客の機会を逃している

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／年 18 24

人／年 18 24

件／年 18 24

・ 本市及び本市観光協会のホームページにより観光情報の発信に取り組んでいるが、合併により市域が拡大する中で、来観者に十分な情報提供ができず誘客の機会を逃している。
・ 観光協会、商工会議所、NPO法人などが観光振興に向けた活動に取り組んでいるが、十分な連携が図られていない。

○第４次相模湖町総合計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○新市まちづくり計画（新市の将来像）
　①安心・安全なまちづくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 新市においては、広域交流拠点としての機能の充実を図りつつ、水源地域を保全・活用
　　 住民一人ひとりが安心して生活し、そして安全にゆとりとやすらぎを実感できる社会基盤づくりを進めます。　　　　　　　　　 し、豊かな自然環境と共生した都市基盤の整備や産業の振興を推進するとともに、住民
　②ひとと自然が響きあう美しいまちづくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  一人ひとりが主体となり、新市に住む人が将来にわたって安心して質の高い市民生活を
　　 心の豊かさや自然、健康への志向が強まっていくなかで、相模湖町には身近に自然とふれあえるといった　　　　　　　　　　実現できるまちづくりを目指します。
　　 生活の豊かさがあり、観光・レクリェーションなどの利用にとどまらず、自然とかかわる暮らしを新しい視点
　　 評価し、こうしたライフスタイルが相模湖らしい生活を作り出すことにつながることをめざします。
　③新たな時代を拓く交流の広がるまちづくり
　　 住民活動はもとより、町外との活発な交流活動を進めるため、情報発信性の高いまちづくりをめざします。
　　 交流は多様ですが、そのなかから多様な出会いが育ち、次々に新しい交流に広がっていくことにより、新し
　　 いアイディアや知恵が生み出される環境の整備を進めます。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

350200観光入込み者数 相模湖地区への観光入込み客数 観光地の利便性や回遊性の向上により、観光地の魅力を高め、観光客
５％の増加を見込む。

333528

25

11200小原の郷利用者数 当該施設の来館者数 市民と観光客の地域交流の拠点としての整備を進め、利用者数の５％増
を見込む。

交通事故発生件数 内郷地区（南部地域）の交通事故年間発生件数 歩道の新設、拡幅整備及び横断防止策設置といった道路の整備により、
安心・安全な生活環境の形成を図り、人身事故件数の５％減を目指す

27

10684



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
豊富な観光資源を活かした観光振興と観光客の誘導
・市内有数の観光地としての機能を強化するため、従来からの観光資源に加え、新たな観光資源の創出や情報提供機能の充実を図る。
・観光資源としての自然環境を保護するとともに、保全活動のボランティアなど市民活動を推進する。
・歩行支援や環境整備を行い、利便性の高い快適な観光環境を整える。
・地区の玄関口である相模湖駅前の整備計画を策定する。

・地域生活基盤施設（基幹事業／観光サインの設置、市）
・既存建築物活用事業（基幹事業／駅前観光案内所整備、市）
・提案事業（観光トイレ整備、市）
・提案事業（中央本線駅周辺整備構想策定事業、小原宿景観施設整備助成事業、市）
・関連事業（相模湖畔周辺活性化事業、小原の郷周辺植栽整備、市　小原宿ガイドの育成、地域
団体等）
・高質空間形成施設（基幹事業、小原宿周辺散策路整備、市）

市民との協働による小原宿の復元及び相模湖畔活性化に向けた取り組み
・小原宿本陣再整備を中心とした相模原市「小原活性化計画」では小原地区住民を中心とした策定検討会を設置し、市民との協働により計画を進めてい
る。
・今後、検討会をベースに、地元住民・地元団体代表からなる「（仮称）小原宿活性化推進会議」を設置する予定である。
・（仮）相模湖畔周辺活性化推進協議会と相模湖畔の新たな店舗等の誘致を模索する。

・提案事業（小原宿景観施設整備助成事業、市）
・関連事業（相模湖畔周辺活性化事業、小原宿ガイドの育成、地域団体等）

交通環境の改善
・歩道新設や拡幅整備等で道路を整備することにより、地域と一体となった交通安全対策を充実させ、安心・安全で人にやさしい交通環境を整備する。
・遊歩道の整備により、安全な歩行空間を確保するとともに、ハイキングコースと観光施設を結ぶネットワークの構築により、観光地としての回遊性を高め
る。
・がけ崩れ等の危険防止のための整備を行い、歩行者や車両の交通の安全確保を進める。
・交通空白地区における公共交通の導入を進める。

・道路事業（基幹事業／市道寸沢嵐反畑、市道関口道志、市道阿津増原、市道中野小原他橋りょ
う補修事業,市）
・高質空間形成施設（基幹事業、小原宿周辺散策路整備、市）
・提案事業(乗合タクシー実証運行事業、市)



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業①社会資本整備総合交付金

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 市道寸沢嵐反畑 相模原市 直 Ｌ＝157 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ20 Ｈ21 40 40 40 40

道路 市道関口道志 相模原市 直 Ｌ＝470 Ｈ20 Ｈ24 Ｈ20 Ｈ23 117 92 92 92

道路 市道阿津増原 相模原市 直 Ｌ＝153 Ｈ20 Ｈ23 Ｈ20 Ｈ23 40 40 40 40

道路 相模原市 直 Ｌ＝271 Ｈ20 Ｈ24 Ｈ20 Ｈ23 150 122 122 122

地域生活基盤施設 相模原市 直 75箇所 Ｈ20 Ｈ24 Ｈ20 Ｈ24 6 6 6 6

高質空間形成施設 相模原市 直 Ｌ＝1,205m Ｈ20 Ｈ24 Ｈ20 Ｈ24 10 10 10 10

既存建築物活用事業 相模原市 直 A=81㎡ Ｈ20 Ｈ20 Ｈ20 Ｈ20 8 8 8 8

合計 371 318 318 318 …A'

基幹事業②地域自主戦略交付金
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
道路 市道関口道志 相模原市 直 Ｌ＝470 Ｈ20 Ｈ24 Ｈ24 Ｈ24 117 25 25 25

道路 相模原市 直 Ｌ＝271 Ｈ20 Ｈ24 Ｈ24 Ｈ24 150 28 28 28

合計 267 53 53 53 …A''

※交付期間内事業期間は平成24年度以降を記載 ※H24以降を記載 ※H24以降分を記載

基幹事業　総計（①＋②）

総計 638 371 371 371 …A=A'+A''

交付対象事業費 507 交付限度額 202.8 国費率 0.4

　うち、社会資本整備総合交付金対象事業　計 454 　うち、社会資本整備総合交付金対象事業　計 181.6

　うち、地域自主戦略交付金対象事業　計 53 　うち、地域自主戦略交付金対象事業　計 21.2

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

市道中野小原他橋りょう補修事業

観光サインの設置 0

小原宿周辺散策路整備 0

駅前観光案内所整備 0

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

市道中野小原他橋りょう補修事業

0

0



提案事業①社会資本整備総合交付金
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
相模原市 直 ６箇所 Ｈ20 Ｈ24 Ｈ20 Ｈ24 120 120 120 120

相模原市 直 Ｌ＝7.3ｋｍ Ｈ2１ Ｈ22 Ｈ2１ Ｈ22 7 7 7 7

相模原市 直 Ｈ2１ Ｈ2１ Ｈ2１ Ｈ2１ 2 2 2 2

相模原市 直 37棟 Ｈ2２ Ｈ24 Ｈ22 Ｈ24 5 5 5 5

相模原市 直 924ｈａ Ｈ24 Ｈ24 Ｈ24 Ｈ24 2 2 2 2

－

－

合計 136 136 136 136 …B'

提案事業②地域自主戦略交付金
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

－

－

合計 0 0 0 0 …B''

※交付期間内事業期間は平成24年度以降を記載 ※H24以降を記載 ※H24以降分を記載

提案事業　総計（①＋②）

総計 136 136 136 136 …B=B'+B''

合計(A+B) 507
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
神奈川県 ○

高質空間形成施設 相模原市 A=2,400㎡ ○ Ｈ20 Ｈ24 20

相模湖観光協会 ○ H20 H24 75
本陣祭実行委員
会

○ H20 H24 9

ふれあい広場実
○ H20 H24 10

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

観光トイレ整備 観光トイレ整備

乗合タクシー実証運行事業 乗合タクシー実証運行事業

中央本線駅周辺整備構想策定事業 中央本線駅周辺整備構想策定事業

事業活用調査 小原宿景観施設整備助成事業 小原宿景観施設整備助成事業

都市再生整備計画事業効果分析業務 区域全体

まちづくり活
動推進事業

－

－

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分
地域創造
支援事業

事業活用調査

まちづくり活
動推進事業

－

－

0

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

公園(遊歩道の整備） 東海自然歩道の整備

小原の郷周辺植栽整備

まちづくり活動推進事業 相模湖湖上祭花火大会

まちづくり活動推進事業 甲州街道小原宿本陣祭

まちづくり活動推進事業
相模湖ふれあい広場（市民ま ふれあい広場実

行委員会
○ H20 H24 10

地域団体等（検討中） ○ H20 H24 1

地域団体等（検討中） ○ H20 H24

地域団体等（検討中） ○ H20 H24 1

実行委員会 ○ H20 H24 1

相模原市教育委
員会他

○ H20 H24

相模原市 1.5ha ○ H23 H23 3

合計 120

まちづくり活動推進事業
相模湖ふれあい広場（市民ま
つり）

まちづくり活動推進事業 小原宿本陣交流事業

まちづくり活動推進事業 小原宿ガイドの育成

まちづくり活動推進事業 古民家活用プロジェクト

まちづくり活動推進事業
遊休地を活用したソバ畑プロ
ジェクト

まちづくり活動推進事業 社会見学コースの設定

相模湖畔周辺活性化推進事業（湖畔周辺土
地利用整備計画策定）

相模湖畔周辺活性化推進事
業



都市再生整備計画の区域
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相模湖地区（神奈川県相模原市）　整備方針概要図

観光入込み者数 （人／年） 333528 （１８年度） → 350200 （２４年度）

小原の郷利用者数 （人／年） 10684 （１８年度） → 11200 （２４年度）

交通事故発生件数 （件／年） 27 （１８年度） → 25 （２４年度）

相模湖地区（神奈川県相模原市） 整備方針概要図

目標 魅力ある地域の形成とふれあいのある安心・安全なまちづくりの推進。
代表的な

指標

相模湖地区（924ha） ○相模湖ふれあい広場（市民祭り）

新整備方針概要図
○相模湖町内郷地区乗合タクシー実証運行事業

○小原宿本陣の再整備

■観光トイレの設置（６箇所）

■（道路）市道関口・道志線

■（道路）市道阿津・増原線

■（道路）市道寸沢嵐・反畑線

小原宿周辺散策路整備

□小原宿景観施設整備助成事業

○東海自然歩道の整備
○甲州街道小原宿本陣祭

相模湖駅

■相模湖観光案内所の整備

■観光サインの設置（５箇所）

基幹事業

提案事業

凡 例 ■（道路）中野小原他橋りょう補修事業 相模湖総合事務所

□相模湖畔周辺活性化推進事業

○相模湖湖上祭花火大会
○小原宿本陣交流事業
○小原宿ガイドの作成
○古民家活用プロジェクト
○甲州道中景観整備事業

（長屋門、垣根）

□中央本線駅周辺整備構想策定事業

提案事業

関連事業

□都市再生整備計画事業効果分析業務


